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令和５年度 後期学校評価アンケート結果分析 
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 後期学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。アンケートの集計結果につきま

して、項目ごとに以下にまとめております。「実現度」の低い項目については、今後の課題と受け止め、

優先的に取り組みを進めてまいります。 

 また、自由記述欄につきましても、様々なご意見を頂戴いたしました。すべて保護者の皆様の貴重なご

意見として受け止めさせていただきます。ただ、頂戴したご意見は多様で、そのまますべてを実現するこ

とは出来かねますこと、ご容赦いただきますようお願い申し上げます。アンケートには書ききれなかっ

たご意見等がございましたら、電話や学校メールにてお聞かせくださいますようお願いいたします。 

 なお、この結果につきましては学校運営協議会理事会の皆様にも供覧し、ご意見をいただいた上で、本

年度後期の結果として報告いたします。 

 

 

 

 

グラフの見方 

横軸の帯の色は左から４「そう思う、できている（オレンジ）」、３「ややそう思う、ややできている

（黄）」、２「ややそう思わない、ややできていない（黄緑）」、１「思わない、できていない（茶）」を表

している。また読書量の児童生徒及び保護者の項目では、４「月に１０冊以上（オレンジ）」、３「月に４

冊以上９冊以下（オレンジ）」、２「月に１冊以上３冊以下（黄緑）」、１「読んでいない（茶）」を表して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度後期 児童生徒、保護者、教職員アンケートの結果 

R5後期学校評価アンケート －１－ 

【児童生徒】自分のめあてや目標をもち、学習したり生活

したりしている。 

【保護者】こどもは、めあてや目標をもち学習したり生活

したりしている。 

【教職員】目標やもって学習や生活するよう支援・指導し

ている。 

【児童生徒】授業中、先生や友達の話をよく聞いている。 

 

【保護者】子どもは、先生や友達の話をよく聞いている。 

 

【教職員】話を聞くことの大切さや聞き方を具体的に指導し

ている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5後期学校評価アンケート －２－ 

【児童生徒】おたより帳やスケジュール帳を使って、自分

で計画を立て、進んで学習している。 

【保護者】こどもは、おたより帳やスケジュール帳を使っ

て、計画的・主体的に学習している。 

【教職員】おたより帳やスケジュール帳を使って、計画

的・主体的に学習できるよう指導している。 

【児童生徒】タブレット端末などで、インターネットを使

うときのルールを知っている。 

【保護者】こどもは、タブレット端末などで、インターネ

ットを使うときのルールを知り、守っている。 

【教職員】インターネットを使うときのルールなど、タブ

レット端末を正しく使えるように指導している。 

【児童生徒】苦手なことや難しいことにも挑戦し、あきら

めずに取り組んでいる。 

【保護者】こどもは、苦手なことや難しいことにも挑戦

し、粘り強く取り組もうとしている。 

【教職員】苦手なことや難しいことにも挑戦し、粘り強く

取り組む態度を養っている。 

【児童生徒】自分には、得意なことや、よいところがあ

る。 

【保護者】※該当項目なし 

 

【教職員】子どものよさを積極的に見つけ、褒めたり認め

る声かけをしたりしている。 

【児童生徒】人のいやがることをしたり、悪口をいったり

していない。 

【保護者】子どもは、友達を思いやり仲良くしている。 

 

【教職員】人権を基盤とした人間関係を築こうとする心情

を育てている。 

【児童生徒】自分から進んであいさつをしている。 

 

【保護者】子どもは、しっかとしたあいさつをしている。 

 

【教職員】気持ちよく挨拶しようとする態度を養ってい

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5後期学校評価アンケート －３－ 

【児童生徒】そうじやお手伝いなど、進んで人のために役

立つことをしている。 

【保護者】子どもは、進んで人の役に立つこと（お手伝い

など）をしている。 

【教職員】奉仕の精神や勤労意欲を養っている。 

 

【児童生徒】学校や社会のルール・マナーを守っている。 

 

【保護者】子どもは、学校や社会のルール・マナーを守って

いる。 

【教職員】学校や社会のルール・マナーを守るなどの規範意

識を養っている。 

【児童生徒】早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正しく生

活をしている。 

【保護者】子どもには、基本的な生活習慣（早寝・早起

き・朝ごはん等）が身に付いている。 

【教職員】基本的な生活習慣が定着するように子どもや家

庭に働きかけている。 

【児童生徒】できるだけ好き嫌いせず、感謝して給食を食

べている。 

【保護者】子どもは、好き嫌いせずに感謝して給食を食べ

ている。 

【教職員】好き嫌いせず、感謝して給食を食べようとする

態度を育てている。 

 

【児童生徒】外遊び・スポーツなどで、体をよく動かして

いる。 

【保護者】子どもは、外遊び・スポーツなどで、体をよく

動かしている。 

【教職員】外遊び・スポーツなどで、体をよく動かすよう

に働きかけている。 

 

【児童生徒】テレビやゲーム、スマホなどの時間が長くな

らないようにしている。 

【保護者】子どもは、テレビやゲーム、スマホなどの時間

が長くならないようにしている。 

【教職員】テレビやゲーム、スマホなどの時間が長くなら

ないように働きかけている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度の単年度目標は、 

 

 

 

以上３つの姿の実現です。 

○ 課題意識を持ち、学び合い、協働して高め合う姿について… 

 前期に最も課題であった児童生徒の読書の項目で６ポイント到達度の改善がみられました。積極的に

メディアセンターを活用し様々な本に触れることができるようにしたり、図書委員長発案で学級文庫を

充実させたりするなど、読書に親しめるよう取組を進めてきたためであると考えます。一方前期よりも

到達度が下がったのは、児童生徒と保護者の「おたより帳やスケジュール帳を使って自分で計画的・主体

的に学習を進める」項目でした。書く時間が足りなかったり、使いにくい部分があったりし、放課後の予

定の管理や生活・学習習慣の改善にうまくつなげられない児童生徒もいたようです。今後、よりよい生活

や学習習慣を身につけるという目的意識をもって、おたより帳やスケジュール帳を活用できるように改

善していく必要があると考えます。 

 

○ 時と場に応じて正しく判断し、行動する姿について… 

 到達度が９割を超えている項目は児童生徒の「タブレット端末などで、インターネットを使うときの

ルールを知っている。」や「安全に気をつけて生活している。」、「学校や社会のマナーを守っている。」の

項目でした。一方、保護者のアンケートでは、「タブレット端末などで、インターネットを使うときのル

ールを知っている。」の項目で前期より５ポイントも下がっていました。学校では、情報モラル教育を進

めるとともに、日々の学習の中でメディアリテラシーの向上を図っていますが、児童生徒の身の回りに

は、タブレット端末だけではなく様々な機器でインターネットを利用する機会が増えています。とりわ

け、SNS についてのトラブルは見えにくく、気付いた時には大きな問題になっていることがあります。

場合によっては、学校だけでは対応できず警察の協力が必要な場合も出てきます。今後益々、家庭と連携

R5後期学校評価アンケート －４－ 

令和５年度後期学校評価アンケートの結果分析 

○ 課題意識を持ち、学び合い、協働して高め合う姿 

○ 時と場に応じて正しく判断し、行動する姿 

○ 多様な価値観を認め、互いに尊重し、助け合う姿 

【児童生徒】朝読書以外で、１か月にどれくらい本を読ん

でいますか。 

【保護者】子どもは、家庭で１か月にどれぐらい本を読ん

でいますか。 

【教職員】進んで読書をするような働きかけをしている。 

 

【児童生徒】安全に気をつけて生活をしている。 

 

【保護者】子どもは安全に気をつけて生活している。 

 

【教職員】安全に気をつけて生活できるよう指導してい

る。 



しながら、児童生徒がインターネットを使うときのルールを理解し、正しく判断行動できるようにして

いく必要があると考えています。 

 

〇多様な価値観を認め、互いに尊重し、助け合う姿について… 

前期から４ポイント改善が見られたのは児童生徒の「人のいやがることをしたり、悪口をいったりして

いない。」の項目です。教職員の同項目では６ポイント増加しており、よりよい人間関係を築けるように

粘り強く取り組みを行ってきた成果が表れてきています。しかし、今後も様々な場面で友だち同士のト

ラブルが起こると考えられます。互いを認め合い、尊重し、助け合える姿を目指して取り組みを進めてま

いります。また、教職員のポイントが前期から１１ポイントも上がったのが「子どものよさを積極的に見

つけ、褒めたり認める声をかけたりする」の項目です。教職員が一丸となって、児童生徒の多様性を認め、

一人一人のよさを伸ばす教育を推進できるよう今後も尽力いたします。 

 

保護者自由記述欄にお寄せいただきましたご意見より（表現の一部を修正・省略しています。ご容赦ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会理事の皆様のご意見より（表現の一部を修正・省略しています。ご容赦ください。） 

 

 

教科担任制で先生方

のゆとりが増えておら

れるように感じる。そ

れぞれの先生方にしっ

かりと授業をしていた

だけて、とてもよい取

り組みだと子どもに伝

えている。 

毎日忙しそうだが充実してい

て楽しそうだ。ただ、本人の自

己肯定感が周りが思っているよ

り少し低いのが心配。自分の良

いところもお友だちのよいとこ

ろもみつけられる子になってほ

しい。 

人を傷つける言葉が当

たり前にならないように

指導してほしい。みんな

が気持ちよく登校できる

環境をお願いしたい。 

学年が上がるにつれて

やる気を引き出す声かけ

が必要だと思う。塾に行

かずに学校の学習だけで

志望校に合格できるよう

に取り組んでほしい。 

スマホの使い方について、

厳しく注意をしても時間を守

らなので困っている。 

子ども同士仲良くする姿をよく見

る。様々な場面で、たてわりで上級

生が下級生をリードする姿みられる

とよい。 

SNSのトラブルから子どもを守るため

に、親も関心をもっていくことが大事。

（携帯の電話の電源を親が自動で消すこ

ともできる。） 

様々な本を紹介すると

子どもたちが本を借りた

くなる様子が見られる。

読書に親しむ子が増えて

いてよいことだ。 

子どもに、大人が

ポジティブに見てい

るということが伝わ

るようにしていくこ

とが大事。 

教職員には自身の心と体

の健康を守ってほしい。心

と体に余裕がないと、自他

ともに優しくできないので

はないか。 

R5後期学校評価アンケート －５－ 

宿題の分量が多いように感

じる。多すぎると子どもの集

中力がなくなり、身につかな

いのではないか。 

友だち同士のトラブルについ

て、子どもが相談したらすぐ対

応していただき問題が落ち着い

た。いじめのアンケートや子ど

もからの訴えなど、何らかのヘ

ルプを出している時には、子ど

もたちの気持ちに耳を傾けてし

っかり対応することが大事。 


